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選択的に( 1 )の原子価異性体である 3 ， 4-ベンゾ-2ーチアピシクロ (3 ， 2 ， OJ ヘプター3 ， 6- ジエン( 2 ) 
およびその誘導体を与える。これは，今まで知られているピシクロブタン類が各種異性体の混合物を
与えるのとは，対照的であり極めて興味ある結果である。
次に( 1 )にロジウム錯体を作用させると，単一の生成物として，もう一つの原子価異性体である 1
ーベンゾチエピン( 3 )が得られる。低温のカラムクロマトマトグラフィーにより濃黄色針状品として












1-ベンゾチアピランのアニオンにジクロルメチルリチムウム錯体を -120 0C の低温で反応させること
により，好収率で 1-ベンゾチエピンのパレン型原子価異性体である 3 ーチアー4 ， 5ーベンゾトリシ







また l ーベンゾチエピン及びそのメチル， メトキシカルボニル， ホルミル誘導体を合成し，その
熱的安定性を定量的に評価して従来の考え方を訂正するに至った。
以上，立岡君の論文は原子価異性反応による 1 ーベンゾチエピンの新しい合成法を開発してその物
性について詳しく研究し，ヘテロ共役環状化合物の化学に大きな進歩をもたらしたのみでなく， 1-
ベンソゃチエピンの原子価異性体間の相互関係を明らかにしたもので高ひずみ化合物の化学に対する寄
も大きく，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める口
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